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	研究代表者
	印
	Tel　(携帯)
	

	
	
	E-Mail
	

	学部/専攻
学年
	

	所属研究室
連 絡 先
	
	Tel
	

	
	
	FAX
	

	提案研究名
（テーマ）
	

	
	（下記のいずれかに○）
· 先端的研究　　　　　・実用化研究　　　　・インキュベーション
· その他（技術分野：　　　　　　　　　　　　　　）

	研究要約
	○研究の目的

	
	○研究の狙い

	
	○想定される貢献・産業応用等

	研究目的
本欄には、研究の全体構想及びその中での本研究の具体的な目的について、適宜文献を引用しつつ記述し、特に次の点については、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。
①　研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、これまでの研究成果を発展させる場合にはその内容等）
②　研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか
③　当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義

	

	研究計画・方法
本欄には、研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について、冒頭にその要旨を記述した上で、今年度の計画を具体的かつ明確に記述してください。

	

	今回の研究計画を実施するに当たっての準備状況等
本欄には、本研究を実施するために使用する研究施設・設備・研究資料等、現在の研究環境の状況を具体的かつ明確に記述してください。

	


	想定される効果・産業応用の可能性等
本欄には、どのような研究成果が期待できるか、将来的にはどのような産業応用が想定できるか等を記述してください。

	

	研究業績
本欄には、申請者が発表した論文、著書、学会発表、知的財産権等を、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、発表年（暦年）毎に区別し記入してください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。


	発 表 年
	発表論文名・著書名　等
（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。

	
	

	これまでに受けた研究費とその成果等
本欄には、これまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）及び研究成果について記述して下さい。

	


	研究経費の妥当性・必要性
本欄には、「研究計画・方法」踏まえ、次頁以降に記入する研究経費の妥当性・必要性・積算根拠について記述してください。

	


（金額単位：千円）
	設備備品費の明細
	消耗品費の明細

	品名・仕様
（数量×単価）（設置場所）
	金　額
	品　　名
	金　額

	
小計
	
	小計
	


（金額単位：千円）
	旅費等の明細


	国内旅費
	外国旅費
	その他

	事　　項
	金　額
	事　　項
	金　額
	事　　項
	金　額

	
小計
	
	小計
	
	小計
	


合　計：　　　　　　　　円（金額単位：千円）
（様式14）
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